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不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
二
七
年
法
律
第
五
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
二
一
条
一
項
三
号
に
い
う
「
不

正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

谷　
　

井　
　

悟　
　

司

平
成
三
〇
年
（
あ
）
第
五
八
二
号
、
不
正
競
争
防
止
法
違
反
被
告
事
件
、
最
高
裁
平
成
三
〇
年
一
二
月
三
日
第

二
小
法
廷
決
定
、
刑
集
七
二
巻
六
号
五
六
九
頁
、
判
夕
一
四
五
八
号
一
〇
五
頁
、
裁
時
一
七
一
三
号
四
頁
、
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
は
、
自
動
車
の
開
発
、
製
造
、
売
買
等
を
業
と
す
る
Ａ
自
動
車
株
式
会
社
（
以
下
「
Ａ
」
と
い
う
。）
に
勤
務
し
、
Ａ
が
秘
密
と
し
て
管
理
し

て
い
る
Ａ
の
自
動
車
の
商
品
企
画
に
関
す
る
情
報
な
ど
で
あ
っ
て
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
、
Ａ
の
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保
存
さ
れ
た
そ

れ
ら
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
識
別
符
号
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
さ
れ
て
、
示
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
る
が
、（
１
）
平
成
二
五
年
七

七
九
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月
一
六
日
、
自
宅
に
お
い
て
、
Ａ
か
ら
貸
与
さ
れ
て
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
前
記
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
あ

ら
か
じ
め
同
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保
存
し
て
い
た
前
記
自
動
車
の
商
品
企
画
に
関
す
る
情
報
な
ど
で
あ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
八
件
等
が
含
ま
れ

た
フ
ォ
ル
ダ
を
同
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
自
己
所
有
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
転
送
さ
せ
て
同
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
複
製
を
作
成
し
（
以
下
「
第

一
複
製
行
為
」
と
い
う
。）、（
2
）
同
月
二
七
日
、
Ａ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ａ
か
ら
貸
与
さ
れ
て
い
た
前
記
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
用
し
て
前
記
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
前
記
自
動
車
の
商
品
企
画
に
関
す
る
情
報
な
ど
で
あ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
四
件
等
が
含
ま
れ

た
フ
ォ
ル
ダ
を
同
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
自
己
所
有
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
転
送
さ
せ
て
同
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
複
製
を
作
成
し
（
以
下
「
第
二

複
製
行
為
」
と
い
う
。）、
も
っ
て
、
そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
き
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業
秘
密
を
領
得
し
た
。

な
お
、
被
告
人
は
、
Ａ
で
主
に
商
品
企
画
業
務
に
従
事
し
て
い
た
が
、
Ｂ
自
動
車
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｂ
」
と
い
う
。）
へ
の
就
職
が
決
ま
り
、
平
成

二
五
年
七
月
三
一
日
付
け
で
Ａ
を
退
職
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
に
お
い
て
は
、
海
外
で
車
両
の
開
発
及
び
企
画
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。

以
上
の
事
実
関
係
に
つ
き
、
原
々
審
（
横
浜
地
判
平
成
二
八
年
一
〇
月
三
一
日
刑
集
七
二
巻
六
号
六
一
八
頁
）、
原
審
（
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
三
月

二
〇
日
刑
集
七
二
巻
六
号
六
五
二
頁
）
は
と
も
に
、
平
成
二
七
年
改
正
前
の
不
正
競
争
防
止
法
二
一
条
一
項
三
号
の
営
業
秘
密
侵
害
罪
（
営
業
秘
密
不
正

領
得
罪（
（
（

）
の
成
立
を
肯
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
弁
護
人
が
上
告
し
た
。

【
決
定
要
旨
】

上
告
棄
却
。

「
被
告
人
は
、
勤
務
先
を
退
職
し
同
業
他
社
へ
転
職
す
る
直
前
に
、
勤
務
先
の
営
業
秘
密
で
あ
る
…
…
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
私
物
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
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に
複
製
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
複
製
は
勤
務
先
の
業
務
遂
行
の
目
的
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
正
当
な
目
的
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
事
情

も
な
い
な
ど
の
本
件
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
当
該
複
製
が
被
告
人
自
身
又
は
転
職
先
そ
の
他
の
勤
務
先
以
外
の
第
三
者
の
た
め
に
退
職
後
に
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
合
理
的
に
推
認
で
き
る
か
ら
、被
告
人
に
は
法
二
一
条
一
項
三
号
に
い
う
『
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
』
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。」

【
研　

究
】

Ⅰ
．
本
件
の
争
点

本
件
は
、
日
産
自
動
車
の
元
従
業
員
が
い
す
ゞ
自
動
車
へ
と
転
職
す
る
に
際
し
て
営
業
秘
密
を
持
ち
出
し
た
こ
と
が
、
不
正
競
争
防
止

法
（
以
下
「
不
競
法
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
で
耳
目
を
集
め
た
、日
産
自
動
車
営
業
秘
密
事
件
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
お
よ
び
第
二
複
製
行
為
に
際
し
て
、
被
告
人
に
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
要
件
の
一
つ
で
あ

る
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
決
定
は
、
原
々
判
決
お
よ
び
原
判
決
と

同
様
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
被
告
人
に
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
本
決
定
の
判

示
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

な
お
、
本
事
案
に
お
い
て
は
他
に
も
、
上
記
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
営
業
秘
密
該
当
性
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
故
意
の
有
無
、
そ
し
て
、

Ａ
の
自
動
車
製
造
工
程
等
が
記
載
さ
れ
た
教
本
の
横
領
に
関
す
る
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
の
成
否
な
ど
が
争
わ
れ
た
も
の
の
、
こ
こ
で
は

検
討
を
割
愛
す
る
こ
と
と
す
る（（
（

。
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八
二

Ⅱ
．
不
競
法
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
保
護
法
制

本
稿
で
の
具
体
的
な
検
討
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
不
競
法
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
保
護
法
制
を
簡
単
に
示
し
て
お
く
。

1
．
不
競
法
の
概
要

不
競
法
は
、「
工
場
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
パ
リ
条
約
ヘ
ー
グ
改
正
条
約
」
の
批
准
に
あ
た
り
、
条
約
上
の
最
低
限
の
義
務
を
満
た

す
べ
く
、
昭
和
九
年
に
制
定
さ
れ
た
。
同
法
の
目
的
は
、「
事
業
者
間
の
公
正
な
競
争
及
び
こ
れ
に
関
す
る
国
際
約
束
の
的
確
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
、
不
正
競
争
の
防
止
及
び
不
正
競
争
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
措
置
等
を
講
じ
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
一
条
参
照
）、
そ
の
保
護
法
益
は
、
事
業
者
の
営
業
上
の
利
益
と
い
う
私
益
（
個
人
的
法
益
）
と
、
公

正
な
競
争
秩
序
の
維
持
と
い
う
公
益
（
社
会
的
法
益
）
で
あ
る
と
さ
れ
る（（
（

。
そ
し
て
、
同
法
が
規
定
す
る
の
は
、
主
と
し
て
、
不
正
競
争

行
為
に
関
す
る
民
事
上
の
措
置
お
よ
び
罰
則
な
ど
で
あ
る
。

2
．
法
改
正
に
と
も
な
う
営
業
秘
密
保
護
の
拡
充

こ
の
よ
う
な
不
正
競
争
の
防
止
の
一
環
と
し
て
同
法
は
、
営
業
秘
密（（
（

の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
各
種
設
け
て
お
り
、
累
次
の
法
改
正
に

と
も
な
っ
て
そ
の
保
護
が
拡
充
さ
れ
続
け
て
い
る
。

（
1
）
民
事
上
の
保
護

ま
ず
、
営
業
秘
密
は
、
平
成
二
年
改
正
か
ら
、
不
競
法
に
お
い
て
民
事
上
の
保
護
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
、

八
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営
業
秘
密
に
係
る
不
正
競
争
行
為
と
し
て
、
営
業
秘
密
の
不
正
取
得
行
為
、
不
正
使
用
・
開
示
行
為
、
正
当
取
得
後
の
不
正
使
用
・
開
示

行
為
な
ど
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
民
事
上
の
措
置
と
し
て
、
差
止
請
求
、
損
害
賠
償
請
求
、
信
用
回
復
措
置
請
求
に
関
す
る

規
定
を
設
け
て
い
る（（
（

。

（
2
）
刑
事
上
の
保
護

そ
の
後
、
平
成
一
五
年
改
正
に
よ
っ
て
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
が
創
設
さ
れ
、
営
業
秘
密
は
刑
事
上
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
同
年
の
改
正
法
は
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
と
し
て
、
営
業
秘
密
不
正
取
得
後
使
用
・
開
示
罪
（
一
五
年
改
正
法
一
四
条
一
項
三
号
）、

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
不
正
取
得
・
複
製
罪
（
同
四
号
）、
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
不
法
領
得
後
使
用
・
開
示
罪
（
同
五
号
）、
営
業
秘
密
正

当
取
得
後
不
正
使
用
・
開
示
罪
（
同
六
号
）
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た（（
（

。
同
年
の
改
正
は
、
営
業
秘
密
の
流
出
に
よ
る
企
業
の
競
争
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
す
で
に
諸
外
国
で
は
営
業
秘
密
侵
害
罪
が
導
入
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
刑
法
典
の
財
産
犯
規
定
の
適
用
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
わ
が
国
で
は
営
業
秘
密
の
侵
害
に
関
す
る
処
罰
の
間
隙
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り（（
（

、
創
設

さ
れ
た
営
業
秘
密
侵
害
罪
は
、
民
事
上
の
措
置
の
対
象
と
な
る
営
業
秘
密
に
係
る
不
正
競
争
行
為
と
の
比
較
の
上
で
、
違
法
性
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
行
為
を
処
罰
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（（
（

。

そ
の
後
、
平
成
一
七
年
・
一
八
年
改
正
に
よ
っ
て
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
対
象
拡
大
、
両
罰
規
定
の
導
入
、
法
定
刑
の
引
き
上
げ
な
ど

が
な
さ
れ
、
後
述
す
る
平
成
二
一
年
改
正
に
よ
っ
て
、
同
罪
の
目
的
要
件
の
見
直
し
な
ど
が
図
ら
れ
、
そ
の
対
象
行
為
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
改
正
に
よ
っ
て
、
営
業
秘
密
保
護
の
た
め
の
刑
事
訴
訟
手
続
の
特
例
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
平

成
二
七
年
改
正
に
よ
っ
て
、
処
罰
範
囲
が
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
る
と
と
も
に
、
未
遂
罪
の
導
入
や
、
法
定
刑
の
引
き
上
げ
、
非
親
告
罪
化
な

刑
事
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ど
が
な
さ
れ
て
い
る（（
（

。

Ⅲ
．
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
（
平
成
二
七
年
改
正
前
の
不
競
法
二
一
条
一
項
三
号
）
に
つ
い
て

本
件
に
お
い
て
そ
の
成
否
が
争
わ
れ
て
い
る
の
は
平
成
二
七
年
改
正
前
の
不
競
法
二
一
条
一
項
三
号
に
あ
た
る
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪

で
あ
る
が
、
同
罪
は
、
平
成
二
一
年
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
行
為
類
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
罪
の
新
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
概

観
し
た
上
で
、
そ
れ
と
と
も
に
平
成
二
一
年
改
正
で
変
更
が
加
え
ら
れ
た
目
的
要
件
で
あ
り
、
本
件
の
争
点
で
も
あ
る
「
不
正
の
利
益
を

得
る
目
的
」
の
意
味
内
容
を
確
認
す
る
。

1
．
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
の
新
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯

（
1
）
平
成
二
一
年
改
正
以
前
の
状
況

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
従
業
員
に
よ
る
営
業
秘
密
の
不
正
な
持
ち
出
し
は
、営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
が
新
設
さ
れ
る
ま
で
、

平
成
一
五
年
改
正
時
に
創
設
さ
れ
た
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
う
ち
、
主
と
し
て
、
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
不
法
領
得
後
使
用
・
開
示
罪
な
ど

に
よ
る
処
罰
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
改
正
法
一
四
条
一
項
五
号
は
、
営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
が
、
不

正
の
競
争
の
目
的
で
、
営
業
秘
密
記
録
媒
体
を
不
法
に
領
得
・
複
製
し
て
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
・
開
示
し
た
行
為
を
処
罰
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た（（1
（

。

同
罪
は
、「
不
正
の
競
争
の
目
的
」
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
目
的
要
件
は
、
内
部
告
発
や
報
道
機
関
の
取
材
・
報
道
の
自
由
へ

の
配
慮
か
ら
、
処
罰
範
囲
を
明
確
に
限
定
す
る
た
め
、
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
「
目
的
」
を
規
定
し
た
も
の
と
さ
れ
る（（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
、「
不

八
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正
の
競
争
の
目
的
」
は
、
自
己
を
含
む
特
定
の
競
業
者
を
競
争
上
優
位
に
立
た
せ
る
目
的
を
意
味
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
侵
害

者
が
競
業
関
係
に
な
る
自
ら
の
事
業
に
使
用
す
る
場
合
や
、
侵
害
者
が
特
定
の
競
業
者
に
開
示
す
る
場
合
、
そ
し
て
、
特
定
の
競
業
者
を

競
争
上
優
位
な
立
場
に
す
る
た
め
、
侵
害
者
が
不
特
定
多
数
に
開
示
す
る
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
方
、
内
部
告
発
や
取
材
報
道
な
ど

を
目
的
と
す
る
場
合
や
、
恐
喝
目
的
や
愉
快
犯
の
よ
う
な
個
人
的
な
犯
罪
行
為
と
し
て
行
う
場
合
な
ど
に
は
、
当
該
目
的
が
認
め
ら
れ
な

い
と
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
一
五
年
改
正
時
に
創
設
さ
れ
た
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
問
題
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
同
罪

が
「
不
正
の
競
争
の
目
的
」
を
要
求
し
て
い
た
た
め
に
、
競
業
関
係
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
目
的
、
例
え
ば
、
外
国
政
府
を
利
す
る
目

的
や
、
単
に
保
有
者
を
害
す
る
目
的
な
ど
に
よ
る
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
・
開
示
が
処
罰
対
象
と
な
ら
な
い
点
、
そ
し
て
第
二
に
、
不
正

に
持
ち
出
さ
れ
た
事
実
が
明
ら
か
で
も
、
企
業
外
で
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
使
用
・
開
示
の
立
証
は
困
難
で
あ
り
、
被
害
会
社
は
泣
き
寝
入

り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
が
高
ま
っ
て

い
た（（1
（

。
（
2
）
平
成
二
一
年
改
正
に
つ
い
て

そ
こ
で
、
平
成
二
一
年
改
正
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
企
業
な
ど
が
保
有
す
る
営
業
秘
密
の
よ
り
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め

に
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
べ
く
、
目
的
要
件
の
変
更
や
、
従
業
員
な
ど
に
よ
る
営
業
秘
密
の
領
得
自
体
へ
の
刑
事

罰
の
導
入
が
実
現
さ
れ
た（（1
（

。
す
な
わ
ち
、
同
年
の
改
正
法
二
一
条
一
項
三
号
は
、
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
と
し
て
、
営
業
秘
密
を
保
有
者

か
ら
示
さ
れ
た
者
が
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
（
以
下
「
図
利
加
害
目
的
」
と
い
う（
（1
（

。）、
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そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
い
て
、
一
定
の
方
法
で
営
業
秘
密
を
不
正
に
領
得
す
る
行
為
を
処
罰
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。

2
．
図
利
加
害
目
的
の
意
義

以
上
の
経
緯
で
新
設
さ
れ
た
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
は
、
図
利
加
害
目
的
を
新
た
に
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
不
正
の
競
争
の

目
的
」
が
要
求
さ
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
処
罰
の
間
隙
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
保
有
者
の
た
め
に
行
っ
た
場
合
や
内
部
告
発
と
い
っ
た

正
当
な
目
的
で
行
っ
た
場
合
を
除
外
す
る
こ
と
で
、
処
罰
範
囲
を
明
確
に
限
定
す
る
た
め
の
、
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
目
的
要
件
で
あ
る

と
さ
れ
る（（1
（

。

こ
の
図
利
加
害
目
的
の
意
味
内
容
に
つ
き
、
前
半
部
分
の
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
は
、
公
序
良
俗
又
は
信
義
則
に
反
す
る
形
で

不
当
な
利
益
を
図
る
目
的
を
意
味
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
自
ら
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
（
自
己
図
利
目
的
）
に
よ
る
場
合
や
、

第
三
者
に
不
正
の
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
（
第
三
者
図
利
目
的
）
に
よ
る
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

営
業
秘
密
の
保
有
者
と
自
己
ま
た
は
第
三
者
と
が
競
争
関
係
に
あ
る
必
要
は
な
い
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
金
銭
を
得
る
目
的
や
、
外
国
政

府
を
利
す
る
目
的
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
半
部
分
の
「
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
」
は
、
営
業
秘
密
の
保
有
者

に
対
し
、
財
産
上
の
損
害
、
信
用
の
失
墜
そ
の
他
の
有
形
無
形
の
不
当
な
損
害
を
加
え
る
目
的
を
意
味
し
、
例
え
ば
、
被
害
会
社
の
秘
密

管
理
が
不
備
で
あ
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
暴
露
し
て
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
意
図
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
と
さ
れ
る（（1
（

。

他
方
、
図
利
加
害
目
的
に
当
た
ら
な
い
場
合
と
し
て
は
、
公
益
の
実
現
を
図
る
目
的
で
、
事
業
者
の
不
正
情
報
を
内
部
告
発
す
る
場
合

や
、
労
働
者
の
正
当
な
権
利
の
実
現
を
図
る
目
的
で
、
労
使
交
渉
に
よ
り
取
得
し
た
保
有
者
の
営
業
秘
密
を
、
労
働
組
合
内
部
に
開
示
す

る
場
合
、
残
業
目
的
で
、
権
限
を
有
す
る
上
司
の
許
可
を
得
ず
に
、
営
業
秘
密
が
記
載
さ
れ
た
文
書
や
Ｃ
Ｄ−

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
自
宅
に
持
ち
帰
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る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
と
さ
れ
る（（1
（

。

な
お
、
こ
の
図
利
加
害
目
的
に
関
し
て
、
参
照
可
能
な
判
例
・
裁
判
例
は
件
数
が
少
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
、
顧
客
情
報
な
ど
を
開
示

し
て
報
酬
や
対
価
を
得
る
目
的（（1
（

、
あ
る
い
は
、
転
職
先
の
競
業
他
者
へ
の
開
示
や
そ
こ
で
の
業
務
利
用
の
目
的（（2
（

が
明
ら
か
で
あ
っ
た
な
ど
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
上
述
の
理
解
に
照
ら
し
て
目
的
要
件
の
充
足
を
優
に
肯
定
で
き
る
事
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（（2
（

。

Ⅳ
．
検　

討

以
上
を
踏
ま
え
て
、
被
告
人
に
は
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
あ
っ
た
と
い
え
る
と
し
た
本
決
定
の
判
示
部
分
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
。

1
．
本
決
定
の
判
断
構
造

ま
ず
、
か
か
る
結
論
を
導
い
た
本
決
定
の
判
断
構
造
を
整
理
す
る
と
、
大
要
、
以
下
の
と
お
り
と
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
本
決
定
は
、
考
慮
対
象
と
な
る
事
実
と
し
て
、
①
被
告
人
は
、
商
品
企
画
業
務
に
従
事
し
て
い
た
Ａ
を
退
職
し
、
転
職
先

の
Ｂ
（
同
業
他
社
）
に
お
い
て
車
両
の
開
発
や
企
画
に
従
事
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、②
被
告
人
が
持
ち
出
し
た
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
は
、
Ａ
の
営
業
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
被
告
人
は
、
貸
与
さ
れ
た
会
社
Ｐ
Ｃ
で
社
外
か
ら
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
す
る
こ
と
の
許
可
を
受
け
て
い
た
一
方
で
、
私
物
の
外
部
記
録
媒
体
の
業
務
上
の
使
用
な
ら
び
に
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
、

お
よ
び
、会
社
の
情
報
の
私
物
Ｐ
Ｃ
な
ど
へ
の
保
存
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
、④
被
告
人
は
、会
社
Ｐ
Ｃ
に
保
存
し
て
い
た
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
を
、
私
物
Ｈ
Ｄ
を
介
し
て
私
物
Ｐ
Ｃ
に
複
製
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
通
常
業
務
・
残
務
処
理
な
ど
に
用
い
た
事
実
は
な
い
こ
と
、	
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⑤
被
告
人
は
、
最
終
出
勤
日
の
翌
日
に
、
会
社
で
私
物
Ｈ
Ｄ
を
用
い
て
、「
宴
会
写
真
」
と
と
も
に
、
Ａ
の
自
動
車
開
発
に
関
わ
る
企
画

業
務
の
全
工
程
が
網
羅
さ
れ
て
い
た
大
量
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
複
製
し
た
こ
と
、
と
い
う
五
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

⑥
被
告
人
が
業
務
遂
行
の
た
め
に
あ
え
て
会
社
Ｐ
Ｃ
か
ら
私
物
Ｈ
Ｄ
・
Ｐ
Ｃ
に
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
複
製
す
る
必
要
性
・
合
理
性
は
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、
⑦
最
終
出
社
日
の
翌
日
に
業
務
を
遂
行
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
、
⑧
記
念
写
真
と
な
り
う
る
画
像
デ
ー
タ
を
選
別

し
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
⑨
被
告
人
の
複
製
行
為
は
、
Ａ
を
退
職
し
同
業
他
社
の
Ｂ
へ
転
職
す
る
直
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
も
併
せ
て

指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
被
告
人
の
第
一
複
製
行
為
は
、
Ａ
の
業
務
遂
行
以
外
の
目
的
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、

第
二
複
製
行
為
も
、
Ａ
の
業
務
遂
行
以
外
の
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
記
念
写
真
の
回
収
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
と
み
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
当
該
複
製
行
為
は
被
告
人
自
身
又
は
転
職
先
そ
の
他
の
勤
務
先
以
外
の
第
三
者
の
た
め
に

退
職
後
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
合
理
的
に
推
認
で
き
る
と
し
て
、
被
告
人
に
は
「
不
正
の
利
益
を
得
る

目
的
」
が
あ
っ
た
と
い
え
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
点
、
弁
護
人
は
、
そ
の
上
告
趣
意
に
お
い
て
、
第
一
複
製
行
為
は
業
務
関
係
デ
ー
タ
の
整
理
を
目
的
と
し
て
、
第
二
複
製
行
為
は

記
念
写
真
の
回
収
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
被
告
人
に
、
転
職
先
な
ど
で
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
参
考
に

す
る
な
ど
と
い
っ
た
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
は
な
か
っ
た
旨
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
決
定
は
、
上
述
の
と
お
り
、

か
か
る
所
論
を
斥
け
、
被
告
人
の
複
製
行
為
が
業
務
遂
行
目
的
に
よ
る
も
の
で
も
、
記
念
写
真
の
回
収
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で
も
な

い
と
し
て
い
る
。
本
決
定
が
指
摘
し
た
考
慮
対
象
と
な
る
事
実
、
と
り
わ
け
、
被
告
人
が
同
業
他
社
へ
の
転
職
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る

状
況
の
中
、
そ
の
退
職
直
前
に
、
Ａ
の
営
業
秘
密
に
か
か
る
大
量
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
複
製
し
て
い
る
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
複
製
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行
為
が
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
退
職
後
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
本
決
定
の
推
認
は
、

合
理
的
な
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

な
お
、
本
事
案
は
、
原
審
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
退
職
後
に
利
用
す
る
目
的
と
、
記
念
写
真
を
回
収
す
る
目
的
と
が

併
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
確
か
に
、
所
論
の
い
う
よ
う
に
、
被
告
人
の
第
二
複
製
行
為
が
記
念
写
真
回
収
の
目

的
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
見
す
る
と
、
そ
こ
に
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
や
、
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
と
い
っ
た
も
の
を
見

出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
例
え
ば
、「
退
職
の
記
念
」
や
「
思
い
出
の
た
め
」
と
い
っ
た
自
己
の
満

足
を
得
る
目
的
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
図
利
加
害
目
的
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
個
別
具
体
の
事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（（2
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
記
念
写
真
を
回
収
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

図
利
加
害
目
的
を
認
め
る
余
地
が
一
律
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
決
定
が
、
記
念
写
真
回
収
の
目
的
の
併
存
を

も
っ
て
、「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
の
認
定
を
妨
げ
る
事
情
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
そ
の
背
後

に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

2
．「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
の
解
釈
に
つ
い
て

他
方
で
、
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
本
決
定
が
「
被
告
人
自
身
又
は
転
職
先
そ
の
他
の
勤
務
先
以
外
の
第
三
者
の
た
め
に
退

職
後
に
利
用
す
る
目
的
」
で
も
っ
て
、「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
の
存
在
を
肯
定
し
た
点
で
あ
る
。
本
決
定
で
示
さ
れ
た
こ
の
よ
う

な
退
職
後
に
利
用
す
る
目
的
は
、
表
現
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
原
審
・
原
々
審
が
述
べ
た
「
転
職
先
等
で
直
接
的
又
は
間

接
的
に
営
業
秘
密
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
な
ど
」
の
目
的
と
同
一
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
人
は
、
そ
の
上
告
趣
意
に
お
い
て
、「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
正
当
な
目
的
・

事
情
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
当
罰
性
の
高
い
目
的
が
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
を
転
職
先
等
で
直
接
的
又
は
間
接
的
に
参
考
に

す
る
な
ど
と
い
う
曖
昧
な
目
的
は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
上
述
し
た
平
成
二
一
年
改
正
が
、
民
事
上

の
措
置
の
対
象
と
な
る
営
業
秘
密
に
係
る
不
正
競
争
行
為
の
う
ち
、
特
に
違
法
性
の
高
い
行
為
類
型
と
し
て
設
定
さ
れ
た
営
業
秘
密
侵
害

罪
の
対
象
行
為
を
、
拡
張
方
向
で
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
同
年
の
改
正
に
お
い
て
従
来
の
「
不
正
の
競
争
の
目
的
」
か

ら
変
更
さ
れ
た
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
、
処
罰
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
の
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
目
的
要
件
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
こ
と（（2
（

を
重
視
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
は
、
図
利
加
害
目
的
が
処
罰
範
囲
を
積
極
的
に
限
定
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
し
て
、
と
く
に
三
号
の
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
に
つ
い
て
は
、「
近
い
将
来
予
定
さ
れ
る
使
用
ま
た
は
開
示
に
よ
り
、

不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
お
り（（2
（

、
弁

護
人
の
所
論
も
こ
れ
と
類
似
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
平
成
二
一
年
改
正
に
お
い
て
目
的
要
件
が
変
更
さ
れ
た
趣
旨
は
、
上
述
の
と
お
り
、
企
業
な
ど
が
保
有
す

る
営
業
秘
密
の
よ
り
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
に
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
べ
く
、「
不
正
の
競
争
の
目
的
」
が
要

求
さ
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
処
罰
の
間
隙
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
保
有
者
の
た
め
に
行
っ
た
場
合
や
内
部
告
発
と
い
っ
た
正
当
な
目
的

で
行
っ
た
場
合
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
は
、
公
序

良
俗
又
は
信
義
則
に
反
す
る
形
で
不
当
な
利
益
を
図
る
目
的
で
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
以
上
に
具
体
的
な
内
容
を
要
求
す
る
契
機
は
、

文
言
上
も
、
ま
た
、
目
的
要
件
が
変
更
さ
れ
た
平
成
二
一
年
改
正
の
趣
旨
か
ら
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い（（2
（

。
そ
し
て
、
本
決
定
が
示
す

「
被
告
人
自
身
又
は
転
職
先
そ
の
他
の
勤
務
先
以
外
の
第
三
者
の
た
め
に
退
職
後
に
利
用
す
る
目
的
」
は
、
営
業
秘
密
の
保
有
者
で
あ
る

九
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Ａ
が
成
果
を
得
る
た
め
に
投
下
し
た
資
本
に
フ
リ
ー
・
ラ
イ
ド
し
、
そ
の
成
果
を
冒
用
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
他
な
ら
ず（（2
（

、
公
正
な
競
争

秩
序
の
発
展
を
阻
害
す
る
と
い
う
公
序
良
俗
又
は
信
義
則
に
反
す
る
形
で
不
当
な
利
益
を
図
る
目
的
に
当
た
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、
弁
護
人
の
所
論
を
斥
け
、
こ
の
よ
う
な
退
職
後
に
利
用
す
る
目
的
で
も
っ
て
、
被
告
人
に
は
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が

あ
っ
た
と
い
え
る
と
し
た
本
決
定
の
判
断
は
、
是
認
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。

3
．
付
加
的
考
察

以
上
が
本
決
定
の
分
析
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
や
や
判
例
研
究
の
枠
を
超
え
る
も
の
の
、
本
決
定
の
射
程
を
考
え
る
上
で
有
益
と
思

わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
れ
は
、
被
告
人
に
業
務
遂
行
の
目
的
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

ま
ず
、
弁
護
人
が
上
告
趣
意
で
述
べ
た
よ
う
に
、
被
告
人
の
複
製
行
為
が
、
仮
に
Ａ
の
業
務
遂
行
の
た
め
と
い
う
正
当
な
目
的
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
営
業
秘
密
を
領
得
し
た
被
告
人
の
態
様
（
複
製
行
為
）
の
是
非
は
と
も
か
く
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
や
、

保
有
者
で
あ
る
Ａ
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
に
は
、
上
述
し
た
残
業
目
的
の
場

合
と
同
様
、
図
利
加
害
目
的
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
業
務
遂
行
の
目
的
と
、
転
職
先
等
で
直
接
的
又
は
間
接
的
に
営
業
秘
密
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
な
ど
の
目
的
と
が
併
存

し
て
い
た
場
合
に
、図
利
加
害
目
的
を
肯
定
す
る
余
地
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
正
当
な
目
的
が
併
存
し
て
い
た
場
合
に
は
、

図
利
加
害
目
的
の
有
無
を
い
か
に
し
て
判
断
す
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
、
背
任
罪
の
主
観
的
要
件
に
関
す
る
理
論
を
援
用
し
て
、
か
か
る
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
背
任
罪
（
刑
法

二
四
七
条
）
に
い
う
「
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
利
益
を
図
り
又
は
本
人
に
損
害
を
加
え
る
目
的
」、
す
な
わ
ち
、
図
利
加
害
目
的
は
、
本
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人
の
利
益
を
図
る
目
的
（
本
人
図
利
目
的
）
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
要
件
を
裏
側
か
ら
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て（（2
（

、
図
利
加

害
目
的
と
本
人
図
利
目
的
と
が
併
存
す
る
場
合
に
は
、
二
つ
の
目
的
の
主
従
に
よ
っ
て
背
任
罪
の
成
否
が
決
定
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い

る
（
（2
（

。
か
か
る
理
解
を
、
同
じ
く
図
利
加
害
目
的
を
要
件
と
し
て
い
る
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
あ
て
は
め
、
主
と
し
て
保
有
者
の
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
問
い
、
保
有
者
の
利
益
と
な
る
業
務
遂
行
の
目
的
と
い
っ
た
正
当
な
目
的
と
、
図
利
加
害
目
的
と
が
併

存
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
が
主
た
る
目
的
で
、
直
接
的
な
動
機
で
あ
る
か
と
い
う
点
か
ら
、
本
罪
の
成
否
を
決
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る（（2
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
す
る
と
、
例
え
ば
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
業
務
遂
行
の
目
的
と
、
転
職
先
な
ど
で
直
接

的
又
は
間
接
的
に
営
業
秘
密
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
な
ど
の
目
的
が
と
も
に
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は（（3
（

、
前
者
の
目
的
よ
り
も
、
む
し
ろ

後
者
の
目
的
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
な
お
図
利
加
害
目
的
を
肯
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
背
任
罪
の
図
利
加
害
目
的
に
関
す
る
理
解
を
、
直
ち
に
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に

は
、
や
や
疑
問
も
残
る
。
確
か
に
、
両
罪
は
と
も
に
、
図
利
加
害
目
的
を
要
求
し
、
か
つ
、
当
該
目
的
要
件
は
、
本
人
の
た
め
に
行
っ
た

場
合
な
ど
の
正
当
な
目
的
で
行
わ
れ
た
行
為
を
処
罰
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
共
通
項

を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
い
え
ば
、
両
罪
で
規
定
さ
れ
た
図
利
加
害
目
的
は
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
文
言
が

異
な
る（（3
（

。
ま
た
、営
業
秘
密
侵
害
罪
に
お
け
る
目
的
要
件
の
導
入
や
変
更
に
関
す
る
産
業
構
造
審
議
会
で
の
起
草
過
程
の
議
論
を
み
る
と
、

そ
こ
で
は
、
背
任
罪
の
み
な
ら
ず
、
民
事
上
の
措
置
の
対
象
と
な
る
営
業
秘
密
に
係
る
不
正
競
争
行
為
を
規
定
し
、
全
く
同
一
の
文
言
で

図
利
加
害
目
的
を
要
件
と
し
て
い
た
不
競
法
二
条
一
項
七
号
も
参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
背
任
罪
に
関
す
る
議

論
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
よ
い
の
か
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め

る
（
（3
（

。
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Ⅴ
．
本
決
定
の
意
義
と
そ
の
射
程

本
決
定
は
、
競
合
他
社
へ
の
転
職
直
前
に
営
業
秘
密
の
不
正
な
持
ち
出
し
を
行
っ
た
従
業
員
の
刑
事
責
任
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、

同
種
の
事
案
に
お
い
て
営
業
秘
密
侵
害
罪
の
成
否
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
従
業
員
に
よ
る
営
業
秘
密
の
侵
害
行

為
は
、
本
事
案
の
よ
う
に
、
転
職
を
間
近
に
控
え
た
段
階
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
そ
の
際
に
は
、
業
務
遂
行
の
目
的
や
退
職
記

念
の
目
的
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
考
慮
対
象
と
な
る
複
数
の
具

体
的
事
実
を
取
り
上
げ
つ
つ
、「
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
」
が
あ
っ
た
と
し
た
本
決
定
の
判
断
は
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
推
認
の
過
程
や
、

要
求
さ
れ
る
目
的
の
具
体
性
を
含
め
、
こ
の
種
の
事
案
で
図
利
加
害
目
的
の
有
無
を
認
定
・
判
断
す
る
際
に
、
参
照
価
値
が
高
い
も
の
と

思
わ
れ
る（（3
（

。

（
1
）
な
お
、
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
不
法
領
得
罪
と
呼
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
小
野
昌
延
＝
松
村
信
夫
『
新
・
不
正
競
争
防
止
法
概
説
〔
第
二
版
〕』

（
青
林
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
六
九
五
頁
参
照
）。

（
2
）
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、帖
佐
隆
「
判
批
［
上
］［
下
］」
特
許
ニ
ュ
ー
ス
一
四
七
五
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
以
下
、同
一
四
七
五
八
号
（
二

〇
一
八
年
）
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
3
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
「
逐
条
解
説 

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
施
行
版
）」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）
二
頁
以
下
、

三
三
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
不
競
法
に
お
け
る
営
業
秘
密
と
は
、「
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
生
産
方
法
、
販
売
方
法
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
又
は
営

業
上
の
情
報
で
あ
っ
て
、
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
を
指
す
（
二
条
六
項
）。
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（
5
）
営
業
秘
密
の
民
事
上
の
保
護
に
関
す
る
詳
細
は
、
小
野
＝
松
村
・
前
掲
注（
1
）三
二
〇
頁
以
下
、
五
三
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
6
）
罪
名
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
『
逐
条
解
説 

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
一
五
年
改
正
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）

一
四
八
頁
以
下
参
照
。

（
7
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
6
）一
六
頁
以
下
、
二
〇
頁
参
照
。
な
お
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
創
設
以
前
の
営
業
秘
密
の
刑
事
法
的

保
護
に
つ
い
て
は
、
只
木
誠
「
営
業
秘
密
侵
害
の
罪
」
法
学
教
室
三
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
三
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
8
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
6
）一
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
各
年
の
法
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
は
、経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
『
逐
条
解
説 

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
二
七
年
改
正
版
）』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
六
年
）
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
10
）
な
お
、
同
罪
は
、
平
成
一
七
年
・
一
八
年
改
正
時
の
条
番
号
の
整
序
に
と
も
な
い
、
二
一
条
一
項
三
号
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
文

言
な
ど
に
変
更
は
な
い
。

（
11
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
6
）一
四
六
頁
以
下
参
照
。

（
12
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
6
）一
四
九
頁
以
下
、
一
原
亜
貴
子
「
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
る
営
業
秘
密
の
刑
事
法
的
保
護
」
商

学
討
究
五
六
巻
二
・
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
八
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
13
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
『
逐
条
解
説 
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
二
一
年
改
正
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
五
頁
参
照
。
な

お
、梅
林
啓
「
営
業
秘
密
の
侵
害
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
著
『
経
済
刑
法

―
実
務
と
理
論
』（
商
事
法
務
、二
〇
一
七
年
）
三
七
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
14
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
九
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
平
成
二
一
年
改
正
で
は
、
そ
の
他
に
も
、
第
三
者
な
ど
に
よ
る
営

業
秘
密
の
不
正
取
得
に
対
す
る
刑
事
罰
の
対
象
範
囲
の
拡
大
も
図
ら
れ
た
（
同
改
正
法
二
一
条
一
項
一
号
参
照
）。

（
15
）
な
お
、
小
野
昌
延
編
著
『
新
・
注
解 

不
正
競
争
防
止
法
〔
第
三
版
〕（
下
巻
）』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
四
七
頁
以
下
［
佐
久
間
修
］

は
、
背
任
罪
（
刑
法
二
四
七
条
）
に
お
け
る
図
利
加
害
目
的
と
文
言
上
明
ら
か
に
異
な
る
と
し
て
、
こ
れ
と
区
別
す
る
意
味
で
「
不
正
利
得
加
害

目
的
」
と
呼
称
す
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
本
稿
も
賛
同
す
る
も
の
の
、
さ
し
あ
た
り
用
語
法
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
こ
こ
で
は
経
済

産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
七
六
頁
に
な
ら
っ
て
、「
図
利
加
害
目
的
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
16
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
七
五
頁
以
下
参
照
。

（
17
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
七
六
頁
以
下
、
小
野
・
前
掲
注（
15
）一
三
四
七
頁
以
下
［
佐
久
間
修
］
な
ど
参
照
。

九
四



（
18
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
19
）
名
古
屋
地
判
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
一
日LEX

/D
B25483225

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
携
帯
電
話
機
契
約
者
情
報
事
件
）、
大
阪
地
裁
堺
支
判
平
成

二
六
年
三
月
二
七
日
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
（
パ
チ
ス
ロ
機
事
件
）、名
古
屋
地
判
平
成
二
六
年
八
月
二
〇
日LEX

/D
B25504719

（
ヤ
マ
ザ

キ
マ
ザ
ッ
ク
事
件
第
一
審
）、
名
古
屋
高
判
平
成
二
七
年
七
月
二
九
日LEX
/D
B25541038

（
同
控
訴
審
）、
名
古
屋
地
判
平
成
二
七
年
一
月
二
〇

日LEX
/D
B25505781

（
な
り
す
ま
し
電
話
事
件
）、
東
京
地
裁
立
川
支
判
平
成
二
八
年
三
月
二
九
日
判
タ
一
四
三
三
号
二
三
一
頁
（
ベ
ネ
ッ
セ

事
件
第
一
審
）、
名
古
屋
地
判
平
成
二
八
年
七
月
一
九
日
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
。

（
20
）
大
阪
地
判
平
成
二
七
年
一
一
月
一
三
日LEX

/D
B25541839

（
エ
デ
ィ
オ
ン
事
件
）、
東
京
地
判
平
成
二
七
年
三
月
九
日
判
時
二
二
七
六
号
一

四
三
頁
（
東
芝
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
事
件
第
一
審
）
な
ど
。

（
21
）
そ
の
他
に
も
、福
岡
地
判
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
六
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
判
平
成
三
〇
年
五
月
一
一
日
裁
判
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
名
古
屋
地
判
平
成
三
〇
年
六
月
一
五
日
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
。
な
お
、
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
関
す
る
判
例
・
裁
判
例
を

網
羅
的
に
収
録
、
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
青
山
紘
一
『
企
業
秘
密
事
件 

判
決
の
総
括
』（
経
済
産
業
調
査
会
、
二
〇
一
六
年
）、
星
周
一
郎
「
営

業
秘
密
の
刑
事
法
的
保
護
の
意
義
」
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
五
三
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
22
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
9
）二
二
〇
頁
参
照
。

（
23
）
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
・
前
掲
注（
13
）一
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
帖
佐
隆
「
不
正
競
争
防
止
法
二
一
条
一
号
三
号
と
任
務
違
背
・
図
利
加
害
目
的
」
久
留
米
大
学
法
学
七
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
六
九
頁
。
も
っ

と
も
、論
者
自
身
も
、本
事
案
に
お
い
て
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
結
論
は
是
認
し
て
い
る
（
帖
佐
・
前
掲
注（
2
）［
下
］

五
頁
参
照
）。

（
25
）
類
似
の
理
解
は
、
本
件
の
原
審
に
お
い
て
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
）
田
村
善
之
『
不
正
競
争
防
止
法
概
説
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
三
年
）
一
七
頁
以
下
、
三
七
三
頁
な
ど
参
照
。

（
27
）
香
城
敏
麿
「
背
任
罪
の
成
立
要
件
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法
基
本
講
座
〈
第
五
巻
〉

―
財
産
犯
論
』（
法
学
書
院
、
一
九
九
三
年
）
二
六

五
頁
。
大
判
大
正
三
年
一
〇
月
一
六
日
刑
録
二
〇
輯
一
八
七
六
頁
、
最
決
平
成
一
七
年
一
〇
月
七
日
刑
集
五
九
巻
八
号
七
七
九
頁
（
イ
ト
マ
ン
特

別
背
任
事
件
）
な
ど
も
参
照
。

（
28
）
山
口
厚
『
刑
法
各
論
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
三
二
八
頁
、
西
田
典
之
著
・
橋
爪
隆
補
訂
『
刑
法
各
論
〔
第
七
版
〕』（
弘
文
堂
、
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二
〇
一
八
年
）
二
七
九
頁
以
下
な
ど
。
大
判
昭
和
七
年
九
月
一
二
日
刑
集
一
一
巻
一
三
一
七
頁
、
最
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
五
日
刑
集
八
巻
一
一

号
一
六
七
五
頁
、
最
決
昭
和
三
五
年
八
月
一
二
日
刑
集
一
四
巻
一
〇
号
一
三
六
〇
頁
、
最
決
平
成
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
刑
集
五
二
巻
八
号
五
七

〇
頁
（
平
和
相
互
銀
行
事
件
）
な
ど
も
参
照
。

（
29
）
玉
井
克
哉
「
営
業
秘
密
侵
害
罪
に
お
け
る
図
利
加
害
の
目
的
」
警
察
学
論
集
六
八
巻
一
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
六
頁
以
下
。
な
お
、
只
木
・

前
掲
注（
7
）九
六
頁
も
参
照
。

（
30
）
例
え
ば
、
本
事
案
と
は
異
な
り
、
複
製
行
為
が
退
職
よ
り
も
か
な
り
早
い
段
階
で
な
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

（
31
）
両
罪
に
お
け
る
文
言
の
差
異
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、
帖
佐
・
前
掲
注（
2
）［
下
］
三
頁
、
小
野
・
前
掲
注（
15
）一
三
四
七
頁
以
下
［
佐
久

間
修
］
な
ど
。

（
32
）
な
お
、
背
任
罪
の
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
理
解
と
し
て
、
帖
佐
・
前
掲
注（
24
）六
五
頁
以
下
。

（
33
）
そ
の
ほ
か
に
、
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
浅
井
弘
章
「
判
批
」
銀
行
法
務
二
一
八
三
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
七
〇
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
本
決
定

を
取
扱
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
、
飯
島
歩
「
営
業
秘
密
領
得
罪
に
お
け
る
図
利
加
害
目
的
の
認
定
に
関
す
る
日
産
自
動
車
営
業
秘
密
漏
洩
事
件

最
高
裁
決
定
に
つ
い
て
」
イ
ノ
ベ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
／
裁
判
例
情
報
（
商
標
・
不
正
競
争
）

	

【https://innoventier.com
/archives/2018/12/7472

（
最
終
確
認
：
二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日
）】
が
あ
る
。

《
参
考
資
料
：
営
業
秘
密
不
正
領
得
罪
に
関
連
す
る
不
競
法
の
規
定
を
抜
粋
》

平
成
二
年
改
正
法
〔
旧
法
〕　
（
平
成
二
年
法
律
第
六
六
号
）

一
条
三
項　

�

秘
密
ト
シ
テ
管
理
セ
ラ
ル
ル
生
産
方
法
、
販
売
方
法
其
ノ
他
ノ
事
業
活
動
ニ
有
用
ナ
ル
技
術
上
又
ハ
営
業
上
ノ
情
報
ニ
シ
テ
公
然
知
ラ

レ
ザ
ル
モ
ノ
（
以
下
営
業
秘
密
ト
称
ス
）
ヲ
保
有
ス
ル
事
業
者
（
以
下
保
有
者
ト
称
ス
）
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
行
為
（
以
下

営
業
秘
密
ニ
係
ル
不
正
行
為
ト
称
ス
）
ヲ
為
シ
又
ハ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
其
ノ
営
業
秘
密
ニ
係
ル
不
正
行
為
ニ
因
リ
テ

営
業
上
ノ
利
益
ヲ
害
セ
ラ
ル
ル
虞
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
営
業
秘
密
ニ
係
ル
不
正
行
為
ノ
停
止
又
ハ
予
防
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得　

　
　

四
号　

�

保
有
者
ヨ
リ
示
サ
レ
タ
ル
営
業
秘
密
ヲ
不
正
ノ
競
業
其
ノ
他
ノ
不
正
ノ
利
益
ヲ
図
ル
行
為
ヲ
為
シ
若
ハ
保
有
者
ニ
損
害
ヲ
加
フ
ル
目
的

ヲ
以
テ
使
用
ス
ル
行
為
又
ハ
其
ノ
目
的
ヲ
以
テ
之
ヲ
開
示
ス
ル
行
為

九
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平
成
五
年
改
正
法　
（
平
成
五
年
法
律
第
四
七
号
）

一
条　
　
　

�

こ
の
法
律
は
、
事
業
者
間
の
公
正
な
競
争
及
び
こ
れ
に
関
す
る
国
際
約
束
の
的
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
不
正
競
争
の
防
止
及
び

不
正
競
争
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
措
置
等
を
講
じ
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
条
一
項　

�
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
不
正
競
争
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　
　

七
号　

�
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
事
業
者
（
以
下
「
保
有
者
」
と
い
う
。）
か
ら
そ
の
営
業
秘
密
を
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
正
の
競
業
そ

の
他
の
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
す
る
行

為

　
　

四
項　

�

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
営
業
秘
密
」
と
は
、
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
生
産
方
法
、
販
売
方
法
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技

術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
で
あ
っ
て
、
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
い
う
。

平
成
一
五
年
改
正
法　
（
平
成
一
五
年
法
律
第
四
六
号
）

　

二
条
一
項　

�

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
不
正
競
争
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　
　
　

七
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
す
る
事
業
者
（
以
下
「
保
有
者
」
と
い
う
。）
か
ら
そ
の
営
業
秘
密
を
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
正
の
競
業

そ
の
他
の
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
す

る
行
為

一
四
条
一
項　

�

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

　
　
　

五
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
競
争
の
目
的
で
、
詐
欺
等
行
為
若
し
く
は
管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
、
又

は
横
領
そ
の
他
の
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
く
行
為
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
営
業
秘
密

が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
書
面
又
は
記
録
媒
体
を
領
得
し
、
又
は
作
成
し
て
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
し
た

者　
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イ　

�

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
を
領
得
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ　

�

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
又
は
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
一
七
年
改
正　
（
平
成
一
七
年
法
律
第
七
五
号
）

二
一
条
一
項　

�

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

　
　
　

六
号　

�
営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
競
争
の
目
的
で
、
詐
欺
等
行
為
若
し
く
は
管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
、
又

は
横
領
そ
の
他
の
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
く
行
為
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
営
業
秘
密

が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
書
面
又
は
記
録
媒
体
を
領
得
し
、
又
は
作
成
し
て
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
し
た

者　

　
　
　
　

イ　

�

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
を
領
得
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ　

�

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
又
は
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
一
八
年
改
正　
（
平
成
一
八
年
法
律
第
五
五
号
）

二
一
条
一
項　

�

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

　
　
　

三
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
競
争
の
目
的
で
、
詐
欺
等
行
為
若
し
く
は
管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
、
又

は
横
領
そ
の
他
の
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
く
行
為
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
営
業
秘
密

が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
書
面
又
は
記
録
媒
体
を
領
得
し
、
又
は
作
成
し
て
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
し
た

者　

　
　
　
　

イ　

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
を
領
得
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ　

�

保
有
者
の
管
理
に
係
る
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
又
は
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
二
一
年
改
正　
（
平
成
二
一
年
法
律
第
三
〇
号
）

　

二
条
一
項　

�

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
不
正
競
争
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

九
八



　
　
　

七
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
す
る
事
業
者
（
以
下
「
保
有
者
」
と
い
う
。）
か
ら
そ
の
営
業
秘
密
を
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
正
の
利
益

を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
又
は
開
示
す
る
行
為

二
一
条
一
項　

�

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

　
　
　

三
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、

そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
そ
の
営
業
秘
密
を
領
得
し
た
者

　
　
　
　

イ　

�
営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
（
営
業
秘
密
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）
又
は
営
業
秘
密
が
化
体
さ
れ
た
物
件
を
横
領
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ロ　

�

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
若
し
く
は
記
録
に
つ
い
て
、
又
は
営
業
秘
密
が
化
体
さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
す

る
こ
と
。

　
　
　
　

ハ　

�

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
又
は
記
録
で
あ
っ
て
、
消
去
す
べ
き
も
の
を
消
去
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
記
載
又
は
記
録
を
消
去
し
た

よ
う
に
仮
装
す
る
こ
と
。

　
　
　

四
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
い
て
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

方
法
に
よ
り
領
得
し
た
営
業
秘
密
を
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
営
業
秘

密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
き
、
使
用
し
、
又
は
開
示
し
た
者

平
成
二
七
年
改
正　
（
平
成
二
七
年
法
律
第
五
四
号
）

二
一
条
一
項　

�

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

　
　
　

三
号　

�

営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、

そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
そ
の
営
業
秘
密
を
領
得
し
た
者

　
　
　
　

イ　

�

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
（
営
業
秘
密
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）
又
は
営
業
秘
密
が
化
体
さ
れ
た
物
件
を
横
領
す
る
こ
と
。

刑
事
判
例
研
究 

⑵
（
谷
井
）

九
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ロ　

�

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
若
し
く
は
記
録
に
つ
い
て
、
又
は
営
業
秘
密
が
化
体
さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
す

る
こ
と
。

　
　
　
　

ハ　

�

営
業
秘
密
記
録
媒
体
等
の
記
載
又
は
記
録
で
あ
っ
て
、
消
去
す
べ
き
も
の
を
消
去
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
記
載
又
は
記
録
を
消
去
し
た

よ
う
に
仮
装
す
る
こ
と
。

　
　
　

四
号　

�
営
業
秘
密
を
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
営
業
秘
密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
い
て
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

方
法
に
よ
り
領
得
し
た
営
業
秘
密
を
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
そ
の
営
業
秘

密
の
管
理
に
係
る
任
務
に
背
き
、
使
用
し
、
又
は
開
示
し
た
者

〔
附�

記
〕
本
稿
脱
稿
後
、
本
決
定
の
評
釈
等
と
し
て
、
森
修
一
郎
「
判
批
」
特
許
ニ
ュ
ー
ス
一
四
八
九
七
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
、
匿
名
「
判
例

解
説
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
五
八
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
五
頁
、
匿
名
「
判
例
解
説
」W

estlaw
 Japan

新
判
例
解
説
一
一
七
九
号
（
二
〇

一
九
年
）
に
接
し
た
。

（
首
都
大
学
東
京
法
学
部
助
教
）
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〇


